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ル
ー
ト
プ
レ
ス
創
刊
50
号
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
長
き
に
亘

っ
て
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
方
々
に

敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　「
道
の
駅
」
は
、
平
成
５
年
４

月
１
０
３
カ
所
の
登
録
以
来
、
平

成
28
年
10
月
ま
で
に
１
１
０
７
カ

所
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。休
憩
、

情
報
発
信
、
地
域
の
連
携
と
い
う

３
つ
の
機
能
に
加
え
、
防
災
機
能

が
強
化
さ
れ
て
き
て
お
り
、
地
方

創
生
の
拠
点
と
し
て
の
検
討
も
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
「
道

の
駅
」
が
地
方
創
生
と
防
災
の
拠

点
の
役
割
を
果
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　「
道
の
駅
」
は
、
自
動
車
が
止

ま
る
こ
と
に
よ
り
地
域
と
の
接
点

が
で
き
、
地
域
と
の
協
働
が
生
ま

れ
、
官
と
民
及
び
道
路
利
用
者
と

沿
線
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
相
乗

効
果
の
発
揮
が
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
創
刊
50
号
を
機
に
、
先
人
の

事
業
を
引
き
継
ぎ
発
展
し
な
が
ら

未
来
を
切
り
開
く
「
継
往
開
来
」

の
精
神
で
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
の
「
道
の
駅
」
が
更
に
進
化
す

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　「
道
の
駅
」
の
初
登
録
以
来
四

半
世
紀
が
経
過
し
、
現
有
施
設
の

維
持
管
理
更
新
と
共
に
、
ニ
ー
ズ

の
高
度
化
等
変
化
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
今
後
登
録
さ

れ
る
「
道
の
駅
」
も
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
念
頭
に
ニ
ー
ズ
へ
の
的
確
な

対
応
が
求
め
ら
れ
、「
道
の
駅
」

間
と
周
辺
施
設
と
の
連
携
強
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
一
律
で
な
く
多

種
多
様
で
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

誠
実
且
つ
丁
寧
な
対
応
が
肝
要
で

す
。

　
車
か
ら
人
或
い
は
自
転
車
へ
、

モ
ノ
か
ら
コ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
へ
、

安
全
・
安
心
・
効
率
か
ら
快
適
・

環
境
・
健
康
へ
、
２
次
元
の
面
か

ら
３
次
元
の
立
体
空
間
の
活
用

へ
、
昼
間
か
ら
終
日
へ
等
々
の
課

題
に
対
し
、
柔
軟
か
つ
弾
力
的
な

思
考
運
用
、
更
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
促
進
を
図
り
、「
道
の
駅
」

が
更
に
進
化
し
道
路
政
策
の
先
導

的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

　
単
な
る
守
り
で
な
く
「
草
創
」

の
精
神
を
も
っ
て
、
時
代
の
変
化

に
適
切
に
対
応
し
つ
つ
「
守
成
」

し
て
い
く
こ
と
を
望
み
た
い
。
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創
刊
50
号
を
機
に
「
道
の
駅
」
の
更
な
る
進
化
を

　
地
元
の
東
京
都
日
野
市
で
新
し

い
田
ん
ぼ
を
造
成
し
て
い
る
。
子

ど
も
農
園
（
仮
称
）
を
造
る
。
ま

ち
づ
く
り
農
園
と
し
て
も
良
い
か

も
し
れ
な
い
。
田
ん
ぼ
造
成
と
聞

い
て
驚
く
人
は
多
い
。
日
野
市
は

市
街
化
区
域
で
、
水
田
は
生
産
緑

地
と
い
え
ど
も
減
少
す
る
も
の

で
、
新
規
造
成
す
る
も
の
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
私
は
日
本
の
水
田
を
守
る
様
々

な
取
り
組
み
を
し
て
き
た
。
米
の

産
直
を
様
々
な
取
引
先
と
展
開

至
ら
な
い
。
稲
作
農
家
や
水
田
が

無
く
な
っ
て
も
生
活
と
関
係
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
を
通

じ
て
消
費
者
に
田
ん
ぼ
を
意
識
し

て
も
ら
い
、
農
家
に
は
生
き
も
の

調
査
を
通
じ
て
国
民
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
る
よ
う
話
す
が
、
消
費
者

は
環
境
直
接
支
払
い
を
理
解
出
来

ず
、
国
土
と
し
て
の
水
田
を
守
る

意
識
は
芽
生
え
な
い
。
農
家
も
コ

ウ
ノ
ト
リ
や
ト
キ
の
成
功
に
満
足

し
、
後
継
者
不
足
に
よ
る
地
域

の
将
来
に
危
機
感
を
抱
か
な
い
。

「
豊と
よ

葦し
は
ら
の
み
ず
ほ
の
く
に

原
瑞
穂
国
」
は
最
終
段
階

を
迎
え
た
よ
う
に
思
う
。

　
地
域
活
動
を
四
半
世
紀
続
け
て

き
た
。
当
初
は
「
交
流
」
を
切
り

口
に
、
都
市
農
業
研
究
会
を
通
じ

て
周
辺
農
地
や
用
水
の
保
全
活
動

を
し
、
ホ
タ
ル
の
里
を
作
っ
て
子

ど
も
た
ち
に
生
き
も
の
調
査
を
教

え
た
。
防
災
活
動
の
一
環
と
し
て

「
炊
き
出
し
食
事
会
」
を
定
例
化
、

生
き
も
の
調
査
を
し
て
い
る
農
家

と
の
連
携
を
図
る
た
め
「
市
民
協

働
マ
ル
シ
ェ
」
で
玄
米
の
量
り
売

り
販
売
も
し
て
い
る
。
地
域
の
田

ん
ぼ
を
守
る
こ
と
が
目
的
な
の
で

産
地
・
銘
柄
・
年
産
は
明
記
せ
ず
、

生
き
も
の
調
査
を
し
て
い
る
農
家

が
作
っ
た
米
と
い
う
情
報
だ
け
を

開
示
し
て
い
る
。

　
周
辺
の
田
ん
ぼ
で
子
ど
も
た
ち

の
稲
作
体
験
と
生
き
も
の
調
査
を

し
て
い
る
が
農
家
の
考
え
方
は
基

本
的
に
変
わ
ら
ず
、
市
も
農
業
委

員
会
も
発
想
の
転
換
は
な
い
。

　
そ
ん
な
状
況
下
で
子
ど
も
農
園

を
始
め
る
。
造
成
地
は
農
地
で
は

な
く
15
年
前
か
ら
地
域
活
動
を
し

て
い
る
拠
点
の
中
で
、
数
年
後
に

は
都
市
計
画
公
園
に
な
る
。
市
も

長
年
の
地
域
活
動
の
成
果
を
認

め
、
田
ん
ぼ
造
成
を
認
め
た
。
こ

れ
ま
で
の
造
成
費
や
農
業
倉
庫
設

置
費
は
私
た
ち
の
資
金
で
賄
い
、

補
助
金
は
な
い
。
子
ど
も
農
園
活

動
に
参
加
す
る
団
体
を
構
成
メ
ン

バ
ー
と
し
て
運
営
す
る
。

　
子
ど
も
農
園
に
よ
っ
て
周
辺
の

市
民
や
農
家
の
意
識
改
革
も
期
待

で
き
る
。
周
辺
農
家
に
参
加
し
て

も
ら
い
、
周
辺
神
社
か
ら
も
神
様

に
参
加
し
て
も
ら
う
。
今
年
の
計

画
で
は
抜ぬ
い

穂ぼ

祭
や
新に
い
な
め嘗
祭
な
ど
神

事
の
真
似
事
を
し
て
、
神
社
の
氏

子
獲
得
に
も
貢
献
し
た
い
。
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    中
小

企業診断士が見る

　
　

　
    成 功 の 法 則

　「
道
の
駅
」
の
運
営
の
あ
り

方
を
見
つ
め
直
し
た
い
。
平
成

26
年
度
か
ら
重
点
「
道
の
駅
」

制
度
が
始
ま
り
、28
年
度
は「
住

民
サ
ー
ビ
ス
部
門
」
と
し
て
道

の
駅
６
駅
を
選
定
。「
地
域
住

民
へ
の
公
共
福
祉
」
が
、
向
か

う
べ
き
方
向
の
１
つ
と
し
て
明

確
に
さ
れ
た
。

　
民
間
企
業
も
社
会
的
責
任

（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
が
問
わ
れ
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
も
地

産
地
消
の
取
り
組
み
や
高
齢
者

生
活
支
援
な
ど
で
行
政
と
連
携

し
、
公
共
的
な
尺
度
で
道
の
駅

と
の
距
離
が
縮
ま
っ
た
。
コ
ン

ビ
ニ
は
本
社
が
提
供
す
る
店
舗

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
流
通
機
構

に
よ
り
、
素
人
で
も
利
益
が
上

が
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
構
築

さ
れ
、
利
益
を
確
保
し
た
上
で

の
公
共
福
祉
貢
献
で
あ
る
。

　「
道
の
駅
」
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
と
な
る
地
域
連
携
策
を
自

由
に
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
。
自
由

に
は
責
任
も
伴
う
。
設
置
者
の

市
町
村
の
一
部
で
は
施
設
整
備

が
目
的
化
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

は
後
回
し
で
、
建
物
の
設
計
と

建
設
の
補
助
金
獲
得
に
関
心
が

集
中
、
危
う
さ
を
感
じ
る
。

　
宮
城
県
大
河
原
町
は
平
成
24

年
、「
道
の
駅
が
赤
字
を
生
む
」

と
、
整
備
の
是
非
が
町
長
選
の

争
点
に
な
っ
た
。
施
設
整
備
で

な
く
、
真
に
地
域
振
興
に
有
効

な
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
「
道
の

駅
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」

が
政
策
な
ら
争
点
に
は
な
ら
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
成
功
し
て
い
る
道
の
駅
の
多

く
は
、
地
元
の
１
次
産
品
が
店

舗
の
棚
を
埋
め
て
い
る
。
そ
れ

を
原
料
に
様
々
な
加
工
品
を
開

発
、
そ
の
利
益
を
活
用
し
て
生

産
力
増
強
や
品
質
向
上
、
新
商

品
開
発
に
取
り
組
む
。
こ
う
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
が

道
の
駅
成
功
へ
の
最
初
の
ス
テ

ッ
プ
だ
。
農
協
の
流
通
シ
ス
テ

ム
に
割
り
込
み
、
道
の
駅
に
一

定
量
の
農
産
物
を
流
通
さ
せ
る

に
は
工
夫
と
労
力
が
必
要
で
Ｗ

ｉ
ｎ
―
Ｗ
ｉ
ｎ
が
望
ま
れ
る
。

　
あ
る
人
は
雇
用
さ
れ
、
別
の

人
は
出
荷
額
が
増
え
、
別
の
人

は
起
業
し
、
地
域
で
自
己
実
現

し
て
皆
が
幸
せ
に
な
る
。
そ
れ

ら
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
具
体
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
必
要
だ
。

力
を
持
っ
た
プ
ロ
の
人
材
確

保
、
首
長
に
よ
る
関
係
者
へ
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
が
重
要
に
な
る
。

　
地
域
の
強
み
を
活
か
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
、
道
の
駅
が

地
域
の
経
済
的
利
益
と
働
く
人

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、

行
政
事
務
の
受
託
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活

動
で
公
共
の
福
祉
へ
の
貢
献
を

果
た
せ
れ
ば
理
想
で
あ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
の
「
道
の
駅
」

豊富な農産物と
人で溢れる直売
コーナー【あ・ら・
伊達な道の駅】

NPO生物多様性
農業支援センター
理事長　原　耕造

農業と国土 子
ど
も
農
園
か
ら
国
土
回
復
を

し
、
米
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の

仕
組
み
を
創
り
、
田
ん
ぼ
の
生
き

も
の
調
査
を
全
国
展
開
、
生
物
多

様
性
の
取
り
組
み
を
基
に
水
田
づ

く
り
を
進
め
た
。
結
果
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
や
ト
キ
の
放
鳥
が
可
能
に
な

り
、
ラ
ム
サ
ー
ル
会
議
で
は
「
水

田
決
議
」
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
し
か
し
、
日
本
で
は
水
田
を
含

め
た
地
域
環
境
を
保
全
す
る
環
境

直
接
支
払
い
は
定
着
せ
ず
、
水
田

減
少
は
続
く
。
国
土
交
通
省
が
管

理
す
る
生
産
緑
地
で
も
、
相
続
税

支
払
い
で
水
田
は
宅
地
転
用
さ
れ

続
け
て
い
る
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
を
放
棄
し
た
ア
メ

リ
カ
が
保
護
貿
易
政
策
や
２
国
間

交
渉
に
移
れ
ば
、
関
税
に
よ
る
日

本
の
農
業
保
護
策
は
破
綻
す
る
。

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
（
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括

的
経
済
連
携
）
に
移
っ
て
３
期
作

を
中
心
と
し
た
ベ
ト
ナ
ム
の
ジ
ャ

ポ
ニ
カ
米
栽
培
で
日
本
の
稲
作
が

苦
境
に
立
つ
の
は
必
定
だ
。

　
稲
作
農
家
が
潰
れ
て
も
海
外
か

６

（
中
小
企
業
診
断
士

　牧
哲
史
）

ら
安
く
美
味
し
い
有
機
米
を
輸
入

す
れ
ば
良
い
と
考
え
、
日
本
人
は

殆
ど
危
機
感
を
持
た
な
い
。
美
味

し
さ
や
安
全
性
、
価
格
は
問
題
に

す
る
が
、
水
田
や
農
家
に
は
思
い

山田錦発祥のまち・多可
藤井英延施設長

　兵庫県の真ん中に位置し京阪神から

兵庫県多可町中区岸上 281-1
国道 427 号　TEL.0795-20-7087

車で1時間半の歴史と自然あふれる山間にあり、
「ちょこっと不便な田舎町」です。日本一の酒造
米「山田錦」に加え、手すき和紙「杉原紙」、「敬
老の日」の３発祥地。県内最小規模ですが、小さ
くともキラッと光る道の駅を目指しています。

柿の郷くどやま
阪中幹平駅長

　世界遺産・高野山の麓にあり慈尊院、

和歌山県九度山町入郷 5-5
県道和歌山橋本線　TEL.0736-54-9966

高野山町石道などの世界遺産や、真田幸村が再起
を誓い隠棲した真田庵などの観光情報を発信しま
す。地元農産物の産直市場、ベーカリーカフェも
あり、焼き立てパンや季節の果実を使うフレッシュ
ジュース、柿ソフト、柿アイスがおすすめ。

よしかわ杜氏の郷
美濃川克良駅長

　伝統の酒造りの技と有数の酒米産地で

新潟県上越市吉川区杜氏の郷１番地
国道 30号　TEL.025-548-2331

育った米で醸造し、有名酒蔵へ供給している地域。
施設内酒蔵も酒の仕込みに最適な尾神岳ブナ林か
らの湧水で造っており、「米・水・技」にこだわ
りのある地酒をお届けします。温泉もあり、周辺
は日本海や名峰米山など観光資源も豊富です。
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新
嘗
祭
で
は
炊
き
出
し
食
事
会

を
す
る
。子
ど
も
農
園
に
は
11
月
、

神
々
が
集
ま
り
周
辺
農
家
も
集

ま
っ
て
、
地
域
は
「
神
在
月
」
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
収
穫
を
神

に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
地
域
住
民

に
持
っ
て
ほ
し
い
。

　
活
動
を
展
開
し
て
い
け
ば
、
田

ん
ぼ
が
存
在
す
る
意
味
を
地
域
住

民
が
実
感
し
、
周
辺
の
田
ん
ぼ
や

畑
で
起
き
て
い
る
農
家
の
悩
み
に

共
振
し
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
を

真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ

う
す
れ
ば
市
も
農
業
委
員
会
も
従
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に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締切
は５月 31 日（水）。宛先は、
〒 102-0075 東京都千代田
区三番町７－１朝日三番町
プラザ　ＮＰＯ法人 人と
道研究会

ご回答方法

　
子
ど
も
農
園
を
挟
む
浅
川
の
反

対
側
に
は
数
年
後
、
ご
み
処
理
工

場
の
建
設
が
予
定
さ
れ
、
一
部
で

環
境
汚
染
を
心
配
し
て
反
対
す
る

住
民
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
私

は
新
規
に
造
成
し
た
田
ん
ぼ
で
年

３
回
の
生
き
も
の
調
査
を
す
る
。

「ドライブが地方を元気にする」

矢代隆義氏日本自動車連盟（JAF）会長
（元警察庁交通局長）

　
道
の
駅
が
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す

が
、
私
も
、
時
折
、
遠
出
し
た
と
き

な
ど
に
見
つ
け
て
は
立
ち
寄
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
休
日
に
ふ
と
訪
れ
る

道
の
駅
は
地
域
の
香
り
が
あ
ふ
れ
、

日
常
の
雑
多
な
仕
事
か
ら
開
放
し
て

く
れ
ま
す
。

　
日
本
人
は
１
９
６
０
年
代
、
欧
米

に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
ひ

た
す
ら
に
働
き
、
高
度
経
済
成
長
期

を
経
て
、
経
済
的
豊
か
さ
で
は
世
界

を
け
ん
引
す
る
先
進
国
の
仲
間
入
り

を
果
た
し
ま
し
た
。
経
済
成
長
が
成

熟
期
を
迎
え
た
現
代
の
日
本
社
会
に

と
っ
て
、
今
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る

の
が
、
内
面
の
豊
か
さ
だ
と
思
い
ま

す
。

　
道
の
駅
は
、
地
域
の
方
々
の
創
意

工
夫
で
運
営
さ
れ
、
道
を
行
き
交
う

人
々
に
憩
い
の
場
を
提
供
す
る
と
同

時
に
、
訪
れ
る
人
と
地
元
の
人
々
の

出
会
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
相
互
の
思
い
や
り
を
持
っ

た
地
域
施
設
が
発
展
す
る
こ
と
で
、

人
々
の
心
の
豊
か
さ
が
高
ま
る
と
い

う
気
が
し
ま
す
。

　
道
の
駅
が
発
足
し
て
20
有
余
年
、

道
路
の
休
憩
施
設
と
し
て
始
ま
っ

た
道
の
駅
は
、
時
代
の
潮
流
に
マ

ッ
チ
し
た
こ
と
も
あ
り
、
瞬
く
間

に
知
名
度
が
上
が
り
、
現
在
１
１

０
７
カ
所
と
約
10
倍
に
増
え
ま
し

た
。
そ
の
役
割
も
、
休
憩
機
能
、

情
報
発
信
機
能
、
地
域
の
連
携
機

能
の
基
本
機
能
に
加
え
、
防
災
、

福
祉
、
医
療
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
等

ま
す
ま
す
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

　
道
の
駅
が
人
々
に
受
け
入
れ
ら

れ
て
、
力
強
く
発
展
し
て
き
た
の

は
、
地
元
住
民
の
自
由
な
発
想
が

生
か
さ
れ
る
緩
や
か
な
制
度
に
起
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し
ょ
う
。
高
齢
化
が
進
む
我
が
国
で

は
、
安
全
で
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
提
供
す
る
上
で
、
道
の
駅

の
機
能
充
実
は
と
て
も
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　
我
が
国
の
課
題
で
あ
る
地
方
創
生

に
向
け
、「
ド
ラ
イ
ブ
が
地
方
を
元

気
に
す
る
」
を
合
言
葉
に
、
道
の
駅

同
士
が
連
携
を
深
め
、
各
分
野
の
関

係
者
と
協
力
し
て
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
地
域

活
性
化
の
施
策
が
幅
広
く
推
進
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

化
が
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
で

分
か
る
。
変
化
が
激
し
け
れ
ば
即

座
に
稼
働
中
止
の
運
動
を
す
る
。

　
初
め
て
の
取
り
組
み
で
ど
こ
ま

で
出
来
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
趣

旨
に
賛
同
す
る
市
民
は
多
い
。
周

辺
農
家
に
は
ま
だ
コ
ン
タ
ク
ト
不

足
だ
が
、
全
国
の
生
き
も
の
調
査

を
し
て
い
る
農
家
仲
間
は
賛
同
し

て
い
る
。

　
子
ど
も
農
園
を
中
心
と
す
る
活

動
に
生
き
も
の
調
査
を
し
て
い
る

全
国
の
農
家
が
集
ま
り
、
こ
こ
か

ら
日
本
の
レ
コ
ン
キ
ス
タ(

国
土

回
復
運
動)

、
田
ん
ぼ
の
保
全
回

復
運
動
が
全
国
に
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

田
ん
ぼ
や
畑
の
持
続
可
能
性
を
考
え
る

来
発
想
か
ら
転
換
し
、
地
域
住
民

と
と
も
に
そ
こ
に
存
在
す
る
田
ん

ぼ
や
畑
の
持
続
可
能
性
を
考
え
る

よ
う
に
な
る
と
思
う
。

因
す
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
自
由
で
闊
達
な
発

想
を
可
能
と
す
る
運
営

理
念
は
、
今
後
と
も
維

持
し
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
す
。

　
日
常
生
活
だ
け
で
な

く
観
光
に
お
い
て
も
、

車
で
の
移
動
は
と
て
も

便
利
で
す
。
特
に
高
齢

者
に
と
っ
て
、
車
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

は
と
て
も
多
い
こ
と
で

今回訪れた「道の駅」に関するアンケート 第50号『道の駅に関するアンケート』回答用紙
Ｑ１．あなたが今回訪れてこの新聞を入手した「道の駅」名を教えて

下さい。

　ａ )（　　　　　　）都 ･ 道 ･ 府 ･ 県　b)（駅名　　　　　　　　　）

Ｑ２．当「道の駅」を訪れたのは今回で何回目ですか？

　①今回初めて　　　②（　　　　）回目

Ｑ３．今回、当「道の駅」を訪れた目的はなんですか？

　①トイレ休憩　②地元産野菜 ･ 果物　③地元産魚介類

　④地域の特産品　⑤地元産ソフト・アイスクリーム

　⑥道路情報の入手　⑦その地域の情報　⑧地元産グルメ　⑨食事

　⑩お土産品　⑩温泉　⑪宿泊　⑫スタンプの押印

　⑬地域イベントへの参加　⑭その他（　　　　　　　　　　　　）

Ｑ４．当「道の駅」で、気に入られた点は何ですか（いくつでも）？

よろしければ、具体的にその内容を（　）内にお書き下さい。

　①職員の対応（　　　　　　　　）　　　②設備（　　　　　　　　）

　③地元の人との関わり方（　　　　　）　④販売商品（　　　　　）

　⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ５．当「道の駅」で、どのような点を改善すべきと思われますか（い

くつでも）？　よろしければ、具体的にその内容を（　）内にお書き

下さい。

　①職員の対応（　　　　　　）　　　　　②設備（　　　　　　　）

　③地元の人との関わり方（　　　　　）　④販売商品（　　　　　）

　⑤その他（　　　　　　）

Ｑ６．当「道の駅」をまた訪れてみたいと思いますか？

　①訪れてみたい　　②訪れたいとは思わない　

　③どちらともいえない

Ｑ１：a)（　　　　　　　　　　　　　　 ）都 ･ 道 ･ 府 ･ 県 
　　　b)（ 駅名　　　　　　　　　　　　）
Ｑ２：①　　　　　　②（　　　）回目　
Ｑ３：①　②　③　④　⑤　⑥　⑦　⑧　⑨　⑩　⑪　⑫　⑬
　　　⑭（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 
Ｑ４：①（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　②（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　③（　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）
　　　④（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　⑤（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ） 
Ｑ５：①（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　②（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　③（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　④（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　⑤（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
Ｑ６：①　　②　　③
フリガナ　：　　　　　　　　　　　　
お　名　前：　

郵便番号〒：
ご　住　所：

お電話番号：（　　　　　）－（　　　　　）－（　　　　　）

性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

　ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　
ご
み
処
理
工

場
が
稼
働
し
て

周
辺
環
境
に
変

化
が
生
じ
た
場

合
、
田
ん
ぼ
の

生
き
も
の
に
も

変
化
が
あ
る
は

ず
だ
。
数
値
で

は
な
く
五
感
で

感
ず
る
環
境
変

織姫の里 なかのと
田中雅晴駅長

　漁港直送の鮮魚、石川県内産豚肉「能

石川県中能登町井田ぬ部 10-1
国道 159 号　TEL.0767-76-8000

登豚」をはじめ、「色の野菜で健康を売る」をテー
マに訪れたお客様に啓蒙し、機能性成分が豊富
なカラー野菜の加工や料理講習会を実施し、普
及を図っています。また、中能登町では、国指
定史跡石動山など歴史文化は必見です。

かつらぎ
木村隆志駅長

　古代の官道第１号「竹内街道」を通じ

奈良県葛城市太田 1257
国道 165 号　TEL.0745-48-1147

て難波と飛鳥を結ぶ大和の入口にあり、南阪奈道
路葛城ＩＣのすぐ横。二上山、葛城山の山麓から
大和平野を一望する道の駅です。特産のいちご「古
都華」、郷土食「芋ボタ餅」、健康・からだ想いの「か
つらぎおばんざい定食」がおすすめ。

さくらの里きすき
渡部孝一駅長

　日本さくら名所 100 選に選ばれた「斐

島根県雲南市木次町山方 1134-31
国道 54 号   TEL.0854-40-0540

伊川堤防桜並木」から北へ約 3 ㌔㍍。保存料を一
切使わずそばの実をまるごと挽く、昔ながらの出
雲そばと、奥出雲産の舞茸を使った炊込みご飯が
一番人気。木次パスチャライズ牛乳の「ミルクソ
フト」、「焼さば」、「焼さば寿し」もおすすめ。


